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	No.22　　2011．5．2
銀山中学校

神　　貴　夫


地震学者が作ったフクシマ放射能汚染地図
～　早川 由紀夫(群馬大学教育学部、火山学者・教育学者)　～
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早川 由紀夫(群馬大学教育学部、火山学者・教育学者)氏が福島第1原子力発電所から拡散した放射能汚染の広がりを示す地図を作成した。この地図の優れた点は、一般人が立ち入りを制限される「放射線管理区域」と、被ばく線量の計測が義務付けられる「個別管理」の区域が一目瞭然でわかるところだ。

「放射線管理区域」（0.6マイクロシーベルト／時以上）が相当する場所は地図上の色が黄色(白黒の場合は薄い灰色)の範囲。本来、人が生活してはならない場所である。例えば病院のレントゲン室などである。立ち入りを制限するため、通常、右のような表示が示されている。

「個別被曝管理区域」（2.3マイクロシーベルト／時以上）が必要とされる範囲に相当する場所はオレンジ色。放射線業務従事者が被曝量の許容値を超えないようにするため、区域内で受ける外部被曝線量や内部被曝線量を一人一人個別に計り管理が義務付けられる区域。代表的な場所は原子力施設の建屋内部など。
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この地図を見ると、既に避難地域に指定され立ち入りが禁止された半径２０ｋｍ圏内と同じレベルの汚染地域が
福島市、川俣町、二本松市、郡山市にまで広がっているのがわかる。計画的避難地域として新たに加えられた飯館村などのように、汚染レベルに応じた対策を組むのであれば、こうした地域も同じように避難地域に該当するはずである。
放射能の影響がもっと出やすい子どもたちは、黄色で示された地域から直ちに遠ざける必要がある。子どもを疎開させる場合はその親も一緒でなければならない。ここから見えてくる結論は、超法規的な措置による国家的な対策が必要だということだ。少なくとも原子炉爆発があった段階で国家非常事態宣言を出し、地域住民を速やかに計画的に避難させるべきだった。
戦争当時、アメリカ軍の空襲をあらかじめ想定し、全国の都市部から学童を疎開させたことを思えばできないことではないはずだ。日本は、敗戦を生き延びた当時の子どもたちが立て直したのではなかったか。子どもたちの将来を見捨てるごとき愚策を続けるのは、それこそ「非国民」である。
もし将来、我が子に甲状腺がんが発症したら、母親が責める相手は国ではない。国を信じて避難しなかった自分を責めるだろう。水俣病や原爆症、カネミ油症でも母親たちはいつも自分を責めきた。自分を責めることができるのが母親なのだ。
この国の政府や電力会社は自分を責めているようには見えない。すなわち国民や顧客への愛情などなかったのだ。
チェルノブイリ原発事故当時、旧ソビエトの国家主義的秘密体制を日本はずいぶんと批判してきた。私自身も、あの原発事故は党の独裁的な体制が引き起こした結果だと思っていた。しかし、現実に今日本で起きている原発事故への政府の対応を見ていると、旧ソビエトの方が緊急事態への対応という点では各段に素早かったのではないかと感じる。今の日本は国家の中枢機能がみなバラバラで全てが後手にまわり、事態を悪化させている。政権交代という政治劇はかくも陳腐で下らないものだったとは・・・・・。少なからず期待するものがあった自分の方が情けない。場末のストリップを見て自己嫌悪に落ちたような気分だ・・・・。この期に及んでも政局がらみの駆け引きに終始する国会に、被災者の希望は霞んでいるに違いない。「みんなやまてしまえ！」・・・と心のどこかで叫んでいる・・・・。
「戦後民主主義」という名のアメリカ植民地的支配の構造の中、物欲主義で焼け太りし、つつましい生活や共同体の関係を捨て去り、孤独な個人主義の檻の中で弱々しく生きるしかない者たちが巷に溢れかえる。時々、発狂した者が刃物を振り回して事件を起こす。明日の生活の便利さのためには「原発は続けるしかない」と考える短絡思考のはてしない蔓延。ＥＴＶ特集「作家・辺見庸　しのびよる破局のなかで」で語った辺見庸(作家)の言葉が身に沁みる。
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全ての人々に昔日との相違はまさに悪の核（コア）をそれと指ししめすことのできないことなのかもしれない。
どうやら資本が深くかかわるらしい。〝原発悪〟がほうぼうに遠隔転移してすべての人のこころにまんべんなく散りひろがった状態が今という時代の手におえない病症ではないのか・・・

現代社会の危機的病理状況を辺見は「パンデミック（感染爆発）」と名付けた。その予感は「原発の爆発事故」という現実となって立ち現れた。病の床の奥底から眼光鋭く社会を見つめ続ける作家の洞察力とはかくもすごいものかと感心する。
「命」を複雑な化学反応の延長線でしか見つめることのできない科学者や技術者は何を予見できたのだろう。
今日も瓦礫の山の中、我が子を探し続ける親の姿があった。「命」は無に帰したわけではない。少なくとも現代医学における科学的な「死」と、人々の心にある「死」は同列では語れない。瓦礫の中に見つけた1枚の写真の中に「命」は生きている。その命のかけらを求めて今日も探し続ける。

被災の地にも春が来たようだ。瓦礫の砂漠と化した街並みに凛然と咲き始めたサクラの花を見ると、希望が見えてくるような気がする。根付いて生きてさえいれば、次世代に向かって命は活動をはじめる。このサクラの木のもとに多くの人が集う日が来ることを願う。北海道のサクラが咲くのもあとわずかだ。
春先の乾燥した空気は土ぼこりを大量に巻き上げる。春特有の東よりの風が強まれば高濃度汚染地帯から放射性物質を含んだほこりが大量にただよってくることは容易に想像できる。中国大陸から来る黄砂や杉花粉を想像すればよい。
春風よ、罪なき人々のいる場所の放射能を集めて、「それでも原発が必要だ」と言っている永田町付近に運び去ってくれ！

















































































